
特集 気軽に始める図書館システム

Access を使った自館作成システム

鈴木 千佳子

Ⅰ．はじめに

現在公立学校共済組合近畿中央病院図書室

(以下、当図書室) には 10 年前に在職していた

担当者が作成したシステムがあり、「図書目録」

「雑誌登録」「文献複写」の 3 つの Access デー

タベースがある。その中で現在も使用している

ものは「図書目録」と「文献複写」の 2 つであ

る。作成した担当者は Access に詳しかったよ

うだが、そのあとを引き継いだ担当者はAccess

の仕組みがよくわからず、問題を抱えたまま使

用している。

Ⅱ．図書目録 (図 1)

図書・雑誌の貸出・返却と図書の登録・廃棄

業務に使用している。

1．貸出・返却

貸出は図書にバーコードを付けていないため

貸出カードを使用している。利用者は貸出カー

ドに必要事項を記入し、カードを図書室カウン

ターの箱に入れる。担当者は貸出手続きを「貸
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出記録」の画面で手入力する (図 2)。画面を閉

じると自動的に登録される。返却済みの図書に

は“返却日”に日付が入っているが、これは返

却の画面で入力する。

※雑誌の貸出については紛失する雑誌が出る

ので禁止したいが、やめられない状態となって
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いる。2016 年に看護系の雑誌のみ貸出禁止と

なった。

返却手続きは、「貸出中図書一覧」から入力す

る。この画面は、「貸出記録」から返却日が入っ

ていないＬコードを抽出して表示している。返

却日欄に返却日を入力し、横のチェックボック

スにチェックを入れると返却手続きが完了する。

毎月月初に 2 カ月以上滞納している職員に督

促状を出している。“督促状”ボタンで印刷でき

るが (図 4)、タイトルなどの書誌項目が一部印

刷できないので使用しておらず、別にWord で

作成している。督促日は「貸出記録」の“備考

欄”に記入している。貸出・返却については使

いやすい仕組みで特に問題はない。

2．図書登録 (図 5)

画面一番上に“年度別番号”“受入登録番号”

“旧受入登録番号”の 3つの番号登録欄があるが、

その中の“旧受入登録番号”が開院時からの図

書の通し番号となっており、この番号を管理に

使用している。

“年度別番号”は背表紙ラベルや登録印に

「2000-15」といった番号が付いた古い図書が

あったので、1990 年代後半から 2000 年代前半

の図書室担当者が、年度ごとの通し番号を使用

し管理していた時の名残ではないかと思われる。

※ 2000 年以前に発刊された図書は一部を除い

て廃棄した。廃棄作業時の際、古い図書には

“年度別番号”しか書かれていなかったので、

“旧受入登録番号”を調べないと廃棄できなかっ

た。残す図書のラベルや登録印も“旧受入登録

番号”への書き換えが必要であった。背表紙ラ

ベルや登録印の番号が統一されていないと目的

の図書を探すのに大変苦労するということがわ

かった。

｢図書登録」画面では不便なことがいくつかあ

る。ひとつは“著者名”“書名”の入力欄が一つ

しかないことである。一つしかないため、例え

ば著者と翻訳者、タイトルとシリーズ名などが

ある場合、個々に分けて登録することができな

い。もうひとつは禁帯出を入力する欄が無いこ

とである。禁帯出の図書であるかどうかがわか

るようにするため、備考欄に入力している。
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登録したデータは画面下の三角のボタンを押

すと保存される。終了する際、上の×マークで

画面を閉じてしまうと、このレコードそのもの

を再度開くことができなくなってしまうため入

力終了時以外は使用しない。以前は同じ年度に

限り再度開くことができたが、年度更新を行っ

ていないため開くことができなくなった。

3．全蔵書検索 (図 6)

タイトルや著者、登録番号から図書を探す画

面である。「図書登録」画面が開けなくなるため、

データの訂正や廃棄処理は必ずこの「全蔵書検

索」画面から行う。この画面では図書登録で入

力した項目が一覧になって表示されているので、

登録番号やタイトルから検索して作業している。

また院内の図書目録はこの一覧を Excel に落と

し込んで作成する。

｢今年度図書目録データ」では蔵書リストを印

刷できる (図 7)。ただし、現年度のデータしか

作成できない。また年度更新を行うと更新前の

リストは出せなくなるため、過去に作成した蔵

書リストと現状が合わなくなってしまっている。

また年度更新を行っていないので最新年度のリ

ストは印刷できない。

4．治験図書登録 (図 8)

治験費で購入した図書は「治 292」というよ

うに“旧受入登録番号”とは別の番号を付けて

いる。画面そのものは通常の図書登録と変わら

ない。ただし、年度更新を行っていないので過

去に登録した画面すべてを見ることができる。

｢治験費図書目録データ」では蔵書リストを作

成できる (図 9)。年度更新を行わないので、す

べての治験費図書が最新の情報で印刷できる。

5．年度更新・その他

図書登録に関しては、毎年 4 月に年度更新を

行うしくみとなっている。この更新作業 (クエ

リから年度を設定する) がマニュアルが簡潔す

ぎる上煩雑であったため、Access がわからない

担当者にとっては非常に困難だった。そのため、

2011 年度以降更新は行っていない。図書のデー

タ管理に年度更新は必要とは思わないので、更
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新手続きなしで使えるように改良できればよい と考えている。
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Ⅲ．雑誌登録 (図 10)

「図書目録」以上に複雑な仕組みの Access

データベースであり、2010 年以降発刊の雑誌登

録には使用していない。

1．雑誌登録 (図 11)

新着雑誌を登録する際は、タイトルが洋雑
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誌・和雑誌の年度ごとに分かれているので、該

当する年度よりタイトルを選択し、新規レコー

ドに入力する。先程も述べたが、タイトルが年

度ごとに分かれているので全体像が見えづらい。

2．製本一覧 (図 12)

“和雑誌製本”または“洋雑誌製本”を開いて、

タイトルごとに製本の巻・号を入力する。雑誌

データと製本データは連動していないため、雑

誌データから製本雑誌かどうかを調べたり、製

本データから雑誌の巻・号を調べることはでき

ない。

3．年度更新・その他

“図書登録”以上にクエリの設定が複雑である。

年度更新を行うたびに“洋雑誌○○年”“和雑誌

○○年”のボタンが増えていく。担当者が交代

した翌年、マニュアルを見ても年度更新の方法

がわからず、院内のシステム担当者に相談した

ところ「作った本人にしかわからない」と言わ

れたため、更新は行っておらず、“2009 年”ま

でのボタンしかない。現在雑誌は Excel で一覧

表を作る形で管理している。

このように「雑誌登録」の Access データ

ベースは問題が多い上に 10 年以上使用していな

いので、今後も使用する予定はない。

Ⅳ．文献複写 (図 13)

文献複写業務の管理に使用している。

1．院内 (図 14)

複写の依頼があれば“複写申込書作成”を開

いて FAX 送信用の申込書を作成する。依頼先

施設に専用申込書がある場合でも、文献到着日

や支払い日などを管理するためにこちらでも申

込書を作成している。依頼先は図書館データと

して登録し“図書館一覧”に表示されている施

設へ依頼している。図書館データは各図書館の

略称・住所・電話・FAX・支払方法などを登録

しており、新規の依頼先は随時追加登録してい

る。

複写申込書を印刷する際は“申込書へ”のボ

タンを押す。申込№を入力すると申込書が表示
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される (メニュー画面の“複写申込書印刷”か

らも印刷できる) ので、複写申込書を印刷して

FAXで申し込む (図 16)。

文献到着後は「受領後一覧」に文献のページ
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単価・枚数・郵送料・手数料・到着日を入力す

る (図 17)。当図書室では文献複写は私費扱い

なので請求書を発行している (図 18)。画面上

の“請求書印刷”のボタンを押し番号を指定し
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て請求書を発行する。印刷した請求書は依頼者

に文献と一緒に渡す。文献複写料金の入金が

あった際は「受領後一覧」の画面で入金された

日付を入力する。

2．院外 (図 19)

院外からの複写申込があった際の画面であり、

文献を発送した日と依頼先を入力する。備考欄

が無く謝絶や速達・FAX送信などを登録できな

いので、依頼先 (画面では収入先) の後ろに入

力している。

入金処理は切手が届いた際に受け取った金額

のみを入力するため、複写枚数や切手到着日は

申込書を見ないと確認できない。院内用の“受

領後一覧”のように文献の枚数・郵送料・切手

到着日が一覧になっているとわかりやすいと思

う。

3．その他

文献複写については年度更新作業が不要なの

で一番使いやすいシステムとなっている。院外

の入力画面も院内と同じように改良できればと

考えている。

Ⅴ．まとめ

当図書室で使用している「図書目録」「雑誌登

録」「文献複写」の 3 つの Access データベース

を紹介した。改良したいと考えてはいるが、

Access の仕組みがわからないのでそのまま使用

している。もし年度更新にこだわるシステムで

なければ「雑誌登録」のデータベースも引き続

き使用していると思う。

自分で作ったシステムではないが、担当者が

交代することを考えると誰にでも使いやすいシ

ステムやマニュアルを整備することが大切だと

感じている。
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